
31

20

28

29

30

31

接続

使い方

AKAIPRO.COM/SUPPORT

AKAIPRO.COM/REGISTER

製品についての詳細、ビデオ、問い合わせ先、Web サポート

については、左の QR コードまたは上記 URL をご覧ください。  

• 製品の登録

• ユーザーガイドのダウンロード

• 付属ソフトウェアのダウンロード

• チュートリアルビデオ

はじめに

同梱物：MPC Sample 本体、USB-C® ケーブル、クイックスタートガイド、安全・
保証マニュアル

クイックスタートガイド（日本語）
v1.0

Model: AC50

電源ボタン：MPC Sample の電源をオン / オフ
します。

USB-C® ポート：MPC Sample の電源を入れたり
内蔵バッテリーを充電したりするには、一般的な
USB-C ケーブルを使用して、USB-C 電源アダプ
ター、USB-C モバイルバッテリー（いずれも別売）、
または USB-C 対応のコンピューターのホストポー
トに接続します。また、この接続を使用して、接
続されたコンピューターからのオーディオをサン
プリングすることもできます。

Rec Gain（録音ゲイン）：ラインレベルのオーディ
オ入力の音量を調整します。

オーディオ入力（6.35 mm TRS）：これらの入力端
子には、マイク、楽器、またはその他のオーディ
オソース（ミキサー、シンセサイザー、ドラムマ
シンなど）を接続します。

ディスプレイ：MPC Sample の各種
メニューやパラメーターを表示します。

バッテリーアイコン：電源に接続されて
いないときに点灯し、現在のバッテリー
残量を表示します。

充電アイコン：内蔵バッテリーの充電中
に点灯し、充電が完了するか電源に接続
されると消灯します。

メインボリューム：内蔵スピーカー、
またはオーディオ出力やヘッドホン出力に
接続された機器の音量を調整します。

メーター：メイン出力レベル、または
サンプリングの入力ソースレベルを表示
します。

スピーカー：オーディオ出力やヘッド
ホン出力に何も接続されていないとき
に音声を再生します。内蔵マイクで録
音している間は、スピーカーも無効に
なります。

内蔵マイク：内蔵のコンデンサーマイクを
使えば、あらゆる音をかんたんに
サンプリングできます。

Shift：このボタンを押し続けると、
各ボタンの下に表示された二次機能に
アクセスできます。二次機能は、下部
にイタリック体で印字されています。

エンコーダー：各ボタンと併せて使用
することで、MPC Sampleの設定を調整
できます。エンコーダーを押すことで、
オプションの選択や現在のパラメーターの
保存ができます。

-/+：現在のパラメーターを増減します。

Undo（アンドゥ）：直前の操作を取り消
すか、取り消した操作をやり直します。
ファンクションボタン：これらのボタンを押すと、
ページを切り替えたり、ディスプレイに表示されている
機能を有効にしたりできます。

ノブ：この3つのノブは、ディスプレイに表示されている
パラメーターを操作します。

フェーダー：初期設定では、選択中のパッドに割り当て
られたサンプルの音量を調整します。
また、オートメーションのパラメーターやステップ
エディットでのイベントの微調整など、
ほかのパラメーターの調整にも使用できます。

Erase（削除）：再生中にこのボタンを押しながらパッド
を叩くと、そのパッドのイベントをシーケンスから
消去できます。また、このボタンを押しながらフェーダーや
ノブを動かすと、オートメーションを消去できます。
停止中にこのボタンとパッドを押すと、サンプルモードでは
サンプルを、シーケンスモードではシーケンスを消去
できます。

Copy（コピー）：現在のサンプルまたはシーケンス
を別のパッドにコピーします。

Note Repeat（ノートリピート）：パッドのノート
リピートを有効にし、現在のタイムディビジョンの設定に
従って繰り返しトリガーされるようにします。

Triplet（三連符）：ノートリピート使用時の三連符の
タイムディビジョンを有効にします。  
Pad Bank（パッドバンク）：パッドバンクA～Hを順番に切り
替えます。選択中のバンクは、トップパネル上のメイン
ボリュームコントロールの隣に表示されます。
ボタンを押し続けながらパッド 1 ～ 8 を押すと、対応
するバンクに直接ジャンプします。

Sample Select（サンプル選択）：選択中のパッドに割り
当てるサンプルを、内蔵ドライブまたは外部ドライブから
選択するためのメニューを開きます。

Save Sample（サンプルの保存）：パッドに割り当てられ
たサンプルを保存するためのメニューを開きます。  
Tap Tempo（タップテンポ）：任意のテンポでタップして
現在のテンポを設定するか、押し続けてエンコーダーで
調整します。

Metro（メトロノーム）：メトロノームを有効または
無効にします。  

パッド：16個のベロシティ対応パッド（ポリアフタータッチ対応）は、イベントやシーケンス、その他の機能を
トリガーするために使用されます。

SHIFT+パッド機能：SHIFTを押しながら各パッドを押すと、以下の機能にアクセスできます：
• 1 - Full Level（フルレベル）：すべてのパッドが最大ベロ

シティで再生されます。
• 2 - Half Seq（ハーフシーケンス）：現在のシーケンスを半分の

長さにし、後半部分のイベントを消去します。
• 3 - Double Seq（ダブルシーケンス）：現在のシーケンスを

すべてのイベントごとに倍の長さにします。
• 4 - Count In（カウントイン）：カウントインを有効または

無効にします。
• 5 - Compressor（コンプレッサー）：ディスプレイにコンプ

レッサーエフェクトのページを表示します。
• 6 - Half Speed（ハーフスピード）：現在のシーケンス内の

イベントが半分の速度で再生され、シーケンス内では
2 倍の長さを占めるようになります。

• 7 - Double Speed（ダブルスピード）：現在のシーケンス内の
イベントが 2 倍の速度で再生され、シーケンス内では
半分の長さを占めるようになります。

• 8 - MIDI Config（MIDI 設定）：MIDI 設定ページを開き
MPC Sample の MIDI の送受信方法を調整できます。

• 9 - Fader（フェーダー）：フェーダーページを開き、
パラメーターの割り当てや無効化が行えます。

• 10 – Rec Quantize（Recクオンタイズ）：入力クオンタイズを
有効または無効にします。
録音されたイベントは、設定されたタイムディビジョンに
基づいてグリッドに自動的に揃えられます。

• 11 – Resample（リサンプリング）：現在のシーケンスを自動的に
リサンプリングし、次に空いているパッドに割り当てます。

• 12 – Song（ソング）：ソングページを開き、シーケンスを
組み合わせて楽曲を構成できます。

• 13 – Trim Sample（サンプルのトリミング）：選択したサンプルの
開始点と終了点をトリミングします。

• 14 – Time Correct（タイムコレクト）：選択中のパッドに
対するタイミング補正の設定ページを開きます。

• 15 – Warp（ワープ）：選択中のパッドのサンプルに対する
ワープを有効または無効にします。

• 16 – Project（プロジェクト）：プロジェクトページを開き、
プロジェクトの保存、読み込み、新規作成が行えます。

トランスポート：これらのボタンで、シーケンスの再生と録音を操作します。
• Sample Record（サンプルの録音）：サンプルの録音を

有効にします。パッドをタップすると、選択された入力
ソースからの録音が開始されます。録音中に別のパッドを
タップすると、新しいパッドで録音を続行し、大まかに
サンプルを分割する「レイジーチョップ」が行えます。
現在録音中のパッドをもう一度押すか、Stop を押すと
録音が終了します。

Recall（リコール）：現在選択されている入力ソース
（USB を除く）から、直前の 25 秒間のオーディオを取得
します。

• Seq Record（シーケンスの録音）：パッドをサンプルモー
ドのまま使用して、シーケンスの録音を有効にします。
Play を押すと、リアルタイム録音が開始されます。

Recall: Recall（リコール）：最後のループで演奏された
イベントをシーケンスに取り込みます。

• Stop（停止）シーケンスの再生または録音を停止します。

• Play（再生）：シーケンスの先頭から再生または録音を開始
します。

Continue（コンティニュー）：現在の再生ヘッド位置から再
生または録音を開始します。

Pad Play（パッドプレイ）：これらのボタンで、サンプルモードにおけるパッドの機能を切り替えます。
• Chop（チョップ）： このモードに入ると、現在のパッドが
（初期設定ではスレッショルド）によって自動的にチョップ
され、パッドで分割されたスライスを再生できます。 
Note On（ノートオン）：パッドを押し続けている間、
そのパッドの再生が保持されます。

• Mute（ミュート）：各パッドは、それぞれに割り当てられた
サンプルをミュート / ミュート解除するために使用します。

Unmute All（一括ミュート解除）：ミュートされている
すべてのパッドを一括でミュート解除します。

• Loop（ループ）：パッドをトリガーすると、再生がループします。

Reverse（リバース）： パッドをトリガーすると、
サンプルの再生方向が逆になります。

• 16Levels（16レベル）：このモードに入ると、現在のパッドが
16個すべてのパッドにコピーされ、選択されたパラメーターに
従って低い値から高い値へと段階的に変化します。

Type（タイプ） ：使用可能な 16 Levelsタイプ（チューン、
ベロシティ、フィルターカットオフ）を順番に切り替えます。

Mode（モード）：これらのボタンで、MPC Sampleの現在の機能モードを設定します。
• Sample（サンプル）：サンプルモードでは、パッドで割り

当てられたサンプルの選択とトリガーを行います。
選択中は、ディスプレイを使ってサンプルの設定や各種
パラメーターを調整できます。

Input Config（入力設定）：レコーディング用のオーディオ
入力ソースを選択 / 調整します。

• Seq（シーケンス）：シーケンスモードでは、パッドで
イベントのシーケンスを選択・トリガーします。
選択中は、ディスプレイを使ってシーケンスの設定や各
種パラメーターを調整できます。

Step Edit（ステップエディット）：ステップ編集モードを有効に
します。現在のシーケンス内のノートイベントを編集したり、
現在の再生位置にパッドイベントを配置したりできます。

• Pad FX（パッドFX）：有効にすると、各パッドにエフェクトが
割り当てられ、パッドを押すことでそのエフェクトを
トリガーできます。最大で 4 つのエフェクトを同時に有効に
できます。 
Flex Beat（フレックスビート）：有効にすると、各パッドが
フレックスビートパターンをトリガーし、シーケンスオーディオの
ピッチ、タイミング、または音量を変化させます。

• Knob FX（ノブ FX）:ノブを使ってエフェクトを操作
できるようにします。

FX Select（FX の選択）：ノブ FX モードで使用するアク
ティブなエフェクトを選択するメニューを開きます。

オーディオ出力（6.35 mm TRS 端子）：これらの出力端
子には、モニターやミキサーなどを接続します。

MIDI 入出力（3.5 mm TRS）：3.5 mm - 5 ピンの MIDI 
DIN 変換コネクター（別売）を使用して、対応する
MIDI デバイス（シンセサイザーやドラムマシンなど）
を接続します。

Sync 出力（3.5 mm TS）：この 5V のコントロール電
圧（CV）出力は、外部のモジュラー機器と同期する
ためのクロックパルスを送信します。

ヘッドホン出力（3.5 mm TRS）：ここにヘッドホンを
接続してください。

microSD カードスロット（左側面。図には表示されていま

せん）：ここに外部ファイルのストレージとして
microSD カードを挿入します。  


